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a群に分類され
る語句の出現
が多いことか
ら、地域・人
に対する計画
性が高いこと
が推察される

分類 分析寄与率抽出語句

鑑賞、展示、ギャラリー
アプローチ、巡る
街並み、歴史、観光
利用、学習、体験
音、光、熱、風
ランドスケープ、森
連続、融解、混合
旋回、露地、下降、非日常
分棟、軒、立体、壁
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表2　抽出語句の分類　
抽出例言語群分類

a

b

c

番号 博物館名 番号 博物館名 番号 博物館名
#27　式年遷宮記念 せんぐう館
#28　鈴木大拙館
#29　六町ミュージアム フローラ
#30　高志の国文学館
#31　市原湖畔美術館
#32　豊島横尾館
#33　竹中大工道具館新館
#34　東京国立博物館　正門プラザ
#35　大分県立美術館（OPAM）
#36　MIZKAN MUSEUM（MIM）
#37　京都鉄道博物館
#38　すみだ北斎美術館
#39　高知城歴史博物館

#01　長崎県美術館
#02　島根県芸術文化センター
#03　鶴岡アートフォーラム
#04　真下慶治記念美術館
#05　葛生傳承館
#06　萩博物館
#07　青森県立美術館
#08　龍馬の生まれたまち記念館
#09　奥田元宋・小由女美術館
#10　島根県立古代出雲歴史博物館
#11　三重県立熊野古道センター
#12　横須賀美術館
#13　沖縄県立博物館・美術館

#14　国立科学博物館本館改修
#15　佐川美術館 樂吉左衞門館
#16　十和田市現代美術館
#17　根津美術館
#18　世界遺産熊野本宮館
#19　IZU PHOTO MUSEUM
#20　ホキ美術館
#21　龍谷ミュージアム
#22　九州歴史資料館
#23　岩田健母と子のミュージアム
#24　真壁伝承館
#25　軽井沢千住博美術館
#26　東京都美術館改修工事
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図2　本研究における建築化外部の定義

・3面以上を建物もしくはそれに類する壁、床、天井（特定の素材等の変化によって
　他の連続部分とは区別可能なもの）によって囲まれた屋外空間
・深い軒や縁側においては、その幅が壁の高さと同等であれば天井や床とみなす
・1つの例の中に複数の当該空間が存在するときは、最も特徴的なものを取り扱う

【建築化外部】（参考：『外部空間の設計』、芦原義信、彰国社、1975）
構成パタンの例

中庭パタン3面を囲まれるパタン 2面+深い軒によるパタン

図1　街に開かれた外部空間
金沢21世紀美術館(設計：SANAA) 地域に開放された外部空間

1. 研究背景・目的

　日本の博物館建築の形態は時代と共に変化注1を続

けており、近年では展示のみならず地域コミュニ

ティ拠点としての役割や、経済波及効果も求められ

ている。しかし、来場者数の減少や指定管理者制度注2

による公共性への影響が課題となることも多い。

　一方、2004年に開館した金沢21世紀美術館は建築

と公共外部空間との高度な関係が評価され、広く社

会に受け入れられた〔図1〕。以降外部空間に高い計画

性を有するものが多くみられることに着目し、本研

究では博物館建築における公共外部空間の構成的特

徴を明確にし、ニーズを見出すことを目的とする。

2. 研究対象　

　2004年以降に開館した博物館注3113作品のうち、3

面以上が建築要素に接する外部空間（以下、建築化外

部）〔図2〕を持つ39作品〔表1〕を研究対象とする。

3. 空間の構成による分析

　研究対象の空間構成を明らかにするために図面及

び資料写真から対象の分析を行う。全ての建築化外

部はアクセス方法によって2種類に大別可能であり、

地域から直接到達可能なものを〈外接〉型、一旦建築

を介してから当該空間へ至るものを〈内包〉型として

区別する。また、利用形態に着目し、当該空間に広場

的な特性のある〈外接-広場〉型及び〈内包-広場〉型

と、通路的な特性のある〈外接-通路〉型及び〈内包-通

路〉型に分類する（〔図4〕「構成別分類」参照）。

4. 空間の設計意図に関する言説分析

　次に、建築化外部の設計意図を明らかにするため

に『新建築』中の関連する言説を抽出し、語句の出現

頻度・傾向をもとに対象の分析注4を行う。

4-1. 抽出語句の特性　『新建築』中の外部空間に関

連する言説から、抽出した語句を分析した結果〔図

3〕、大きく3つの言語群を得た〔表2〕。群aは〈地域・人〉

に関連し、利用者行動や地域の特色を表現する語句

が含まれる。群bは〈自然・環境〉に関連し、風景や環境

要素を表現する語句が含まれる。群cは〈建築的な構

成・操作〉に関連し、全体的に出現が認められた。

4-2. 各例における設計意図別の分類　散布図上で

〈地域・人〉と〈自然・環境〉の語句の分布が分かれたこ

とから、第1軸を「設計意図の対象：外部環境↔人間環

境」と解釈した。対象39例に対しそれぞれの言説中の

特徴語句上位10語の抽出を行い、二分化している言

語群aとbの出現傾向に着目した。言説に対する各群

ごとの寄与率の合計値から主に意図された計画主体

が〈地域・人〉であるか、〈自然・環境〉であるかを判断

した〔表3〕。また散布図の第2軸において〈転換〉群が

特徴的に出現し、軸の反対方向には〈学習〉〈体験〉と

いった語が見られることから、第2軸を「空間性：連続

↔転換」と解釈し類型化のための判断要素とした。

5. 構成と言説に基づく建築化外部の類型化と考察

　空間構成による分類別の4パタンを言語群に基付

いてA～Iの9種に類型化し、特徴付ける語を参考に各

類型を考察するとともにネーミングを行った〔図4〕。

〈前面-広場〉の構成を有する型は、来館者を館内に引

き込む序幕的な特性を持つ【A-前庭】型、地域と博物

館双方の要素が融解し交ざり合う場としての空間特

性を持つ【B-境界融解】型、外部自然環境に対する計

画性の高い【C-ランドスケープ】型に分類された。一

方、〈前面‐通路〉の構成を有する型は、特に世界観の

転換を意図する建築的操作や計画性が認められた

【D-転換】型、それ以外の【E-アプローチ】型に分類さ

れた。また、〈内包-広場〉の構成を有する型は、地域・

人に対する計画性の高い、解放された展示空間の【F-

屋外展示】型、地域活動や催事利用が計画された【G-

屋外広場】型の2類と、外部の自然・環境を館内に取り

込む【H-環境装置】型に分類された。残る〈内包-通路〉

の構成を有する型は【I-屋外通路】と分類した。

6.建築化外部の付属的要素と類型の関係性

　建築化外部を特徴づける付属的要素との関係性を

確認する。資料写真中から〈オブジェクト〉〈外構要

素〉〈植栽〉〈床面素材〉の4項目に相当する要素を抽出

し、全体の集計を行った〔表4〕〔図5〕。出現傾向と相互

関係注5を見ると〔図6〕、〈外構要素〉は「軒・天井」「縁

側」「柱・列柱」が纏まって出現する傾向にあり、〈オブ

ジェクト〉の「ベンチ・腰掛」「ルーバー」の出現傾向と

の類似性が高い。また、〈床面素材〉の「芝」「土」「砂利」

が〈植栽〉の出現傾向との類似性が高い。「橋」「水盤・

運河」は独立して現れやすい要素だと読み取れる。

　前章の9類型との関係を見ると、特に〈床面素材〉の

分布との相関が認められた。〈外接-通路〉型では〈床

面素材〉の多くはタイルや石であるが、【アプローチ】

型では「小タイル」、【転換】型では「大判タイル・石板」

が用いられる傾向が強い。街との接続が連続的か転

換的かという意図の差が床面に現れ、空間表現手法

の一つとなっていると考えられる。また、【環境装置】

型は〈床面素材〉の「芝」「土」「砂利」「木」と関連し、外

部環境を取り込む空間として自然環境に近い特徴を

持つ素材が用いられる傾向があると考えられる。

7. 結論

　本研究を通じて近年の博物館建築における建築化

外部の類型の特性を把握できた。類似性の高い印象

を受ける空間でも構成や意図を読み解くと独自の特

色がみられ、特に床面素材には設計意図が反映され

やすく空間に与える影響が強いことが分かった。建

築化外部は人々を受け入れ、様々なイベントに対応

するための公共外部空間として、現代の博物館の運

営プログラムを多様にする要素であると思われる。

今後は空間の持つアクティビティや利用実態を調査

することで、さらに知見を深めていきたい。

公共外部空間の設計意図と構成に関する研究
ー日本国内の近年の博物館建築を対象としてー

指導教員　加茂　紀和子　教授 津田　健太

Study on the Design Intention and Composition of Public External Space
-Case Study on Recent Museums in Japan-  Kenta TSUDA
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表4　各抽出回数

地域から直接到達可能
〈外接〉型（20）

〈外接-広場〉
型（12）

〈地域・人〉（8） 〈地域・人〉（7） 〈地域・人〉（5）〈地域・人〉（8） 〈自然・環境〉（4） 〈自然・環境〉（7）

〈外接-通路〉
型（8）

〈内包-広場〉
型（14）

〈内包-通路〉
型（5）

建築を介してから到達する
〈内包〉型（19）

【A-前庭】 【B-境界融解】 【E-アプローチ】【D-転換】【C-ランドスケープ】 【G-中庭広場】 【I-屋外通路】【F-屋外展示】 【H-環境装置】
意識 意識 動線 動線動線

転換操作

視線 環境要素視線

展示品

図4　構成と言説に基づく建築化外部の類型
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分
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む
言
説

類
型

抽
出
例

＃32
内外の空間体験を挟み
ながら迷路のように進
む新しい順路

＃28
復路は、外気に触れる
ことができる開放的な
通路空間

＃18
外部に出て隣の棟に移
動するのも自然を感じ
ることができて

＃08
人は内外を出たり入っ
たりしながら施設を巡
る

＃03
周縁に街路を歩くよう
な回遊動線を導入

＃06
竹の庭、もみ
じの庭、石の
庭の３つ

＃02
中庭は様々な催しに対
応するため、水のない
状態にして広場として
も使える

＃13
屋外展示スペースには
旧沖縄県博物館から移
設された高倉

＃23
彫刻は白く塗られた壁
の前や中庭の芝の上な
どにさまざまな高さと
方向で配置

＃30
連結空間となっており
、来館者が自由に歩き
回ることができる

＃34
博物館と社会の接点の
在り方の提案により、
進化成長を重ねる東京
国立博物館の「顔」を
表現

＃37
人びとを迎え入れる特
徴ある形態としてゲー
ト空間を構成

＃38
分割するスリットは、
アプローチ空間となっ
ており、東西、南北に
通る十字の外部通路

＃15
潜在意識に訴える水の
イメージを生かした非
日常空間の創出

＃17
90度旋回させて40ⅿ
の竹林、深い庇の間
を歩かせてしっかり
とカームダウン

＃21
堀川通りの喧騒を和ら
げ、落ち着いた中庭空
間を通り展示空間へ導
く空間

＃27
「整序」された空間
のリズムを生み「簡
潔」で「清浄」な空
間性を獲得

＃31
建築とアートが一体化
した空間となっている

＃07
展覧会場とは別の無料
ゾーンとして開放

＃22
外部空間も一体的に使
ったワークショップや
イベントなど

＃36
祭りやイベント時に地
域に開放できるよう、
水を抜くことで空間全
体を使えるように計画

＃09
周囲の自然を
抱え込み呼び
込む鑑賞空間
＃19
ギャラリー中
間点から眺め
る自然石積み
の苔庭
＃20
風の流れを導
き中庭の木々
をそよがせる
＃25
風景や緑、光
が柔らかく室
内に入って

＃29
立体的
な中庭
を設け
、外部
の豊か
な自然
環境を
引き込
んだ

＃33
隙間か
ら風に
揺らめ
く水面
や四季
折々の
姿を見
せる緑
を望む

＃01
人びとの憩いの場とし
ての親水空間を内包

＃16
空間と街が混ざり合い
建築全体が透き通るよ
うに明快で、開放的に
なる

＃04
かけがえのない風景を
訪れた人が共有できる
場

＃10
庭は何も語らず、山景
を乗せる盆となる

＃11
山々や海のより広い風
景へと連続していくよ
うなランドスケープ

＃12
海と山に囲まれた風景
それ自体が極めて構築
的

＃05
建築とまちとの接点を
強化するために、周辺
の文化地域と連携する
回遊ルートを提案

＃35
道路とアトリウム空間
が連続し、さらに対面
の音楽ホールと連動＃14

公園に開かれた伸びや
かなサンクンガーデン
としここにまず来場者
を導き入れる

＃39
大腰掛を用意し、日曜
市やよさこい祭りの際
に利用されるなど、様
々な使い方で街に開か
れている

＃24
様々な居場所を提供し
ながら、既存の街並み
や隣接する神社などを
繋ぎ合わせ

分類A（5） 分類B（3） 分類C（4） 分類D（5） 分類E（3） 分類F（3） 分類G（4） 分類H（7） 分類I（5）

＃26
公園との連続性と一体
性を持った施設

分類基準：転換　　連続 分類基準：転換　　連続 分類基準：転換　　連続

＃14国立科学博物館 ＃39高知城歴史博物館 ＃38すみだ北斎美術館＃17根津美術館＃11熊野古道センター ＃28鈴木大拙館＃31市原湖畔美術館 ＃25軽井沢千住博美術館＃02島根県芸術文化センター

敷地境界
建築化外部

博物館

敷地境界

広場空間 通路空間 広場空間 通路空間

建築化外部
博物館

直接的

アプローチ

段階的

アプローチ

図6　付属的要素の出現パタン
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図5　抽出例

1. 研究背景・目的

　日本の博物館建築の形態は時代と共に変化注1を続

けており、近年では展示のみならず地域コミュニ

ティ拠点としての役割や、経済波及効果も求められ

ている。しかし、来場者数の減少や指定管理者制度注2

による公共性への影響が課題となることも多い。

　一方、2004年に開館した金沢21世紀美術館は建築

と公共外部空間との高度な関係が評価され、広く社

会に受け入れられた〔図1〕。以降外部空間に高い計画

性を有するものが多くみられることに着目し、本研

究では博物館建築における公共外部空間の構成的特

徴を明確にし、ニーズを見出すことを目的とする。

2. 研究対象　

　2004年以降に開館した博物館注3113作品のうち、3

面以上が建築要素に接する外部空間（以下、建築化外

部）〔図2〕を持つ39作品〔表1〕を研究対象とする。

3. 空間の構成による分析

　研究対象の空間構成を明らかにするために図面及

び資料写真から対象の分析を行う。全ての建築化外

部はアクセス方法によって2種類に大別可能であり、

地域から直接到達可能なものを〈外接〉型、一旦建築

を介してから当該空間へ至るものを〈内包〉型として

区別する。また、利用形態に着目し、当該空間に広場

的な特性のある〈外接-広場〉型及び〈内包-広場〉型

と、通路的な特性のある〈外接-通路〉型及び〈内包-通

路〉型に分類する（〔図4〕「構成別分類」参照）。

4. 空間の設計意図に関する言説分析

　次に、建築化外部の設計意図を明らかにするため

に『新建築』中の関連する言説を抽出し、語句の出現

頻度・傾向をもとに対象の分析注4を行う。

4-1. 抽出語句の特性　『新建築』中の外部空間に関

連する言説から、抽出した語句を分析した結果〔図

3〕、大きく3つの言語群を得た〔表2〕。群aは〈地域・人〉

に関連し、利用者行動や地域の特色を表現する語句

が含まれる。群bは〈自然・環境〉に関連し、風景や環境

要素を表現する語句が含まれる。群cは〈建築的な構

成・操作〉に関連し、全体的に出現が認められた。

4-2. 各例における設計意図別の分類　散布図上で

〈地域・人〉と〈自然・環境〉の語句の分布が分かれたこ

とから、第1軸を「設計意図の対象：外部環境↔人間環

境」と解釈した。対象39例に対しそれぞれの言説中の

特徴語句上位10語の抽出を行い、二分化している言

語群aとbの出現傾向に着目した。言説に対する各群

ごとの寄与率の合計値から主に意図された計画主体

が〈地域・人〉であるか、〈自然・環境〉であるかを判断

した〔表3〕。また散布図の第2軸において〈転換〉群が

特徴的に出現し、軸の反対方向には〈学習〉〈体験〉と

いった語が見られることから、第2軸を「空間性：連続

↔転換」と解釈し類型化のための判断要素とした。

5. 構成と言説に基づく建築化外部の類型化と考察

　空間構成による分類別の4パタンを言語群に基付

いてA～Iの9種に類型化し、特徴付ける語を参考に各

類型を考察するとともにネーミングを行った〔図4〕。

〈前面-広場〉の構成を有する型は、来館者を館内に引

き込む序幕的な特性を持つ【A-前庭】型、地域と博物

館双方の要素が融解し交ざり合う場としての空間特

性を持つ【B-境界融解】型、外部自然環境に対する計

画性の高い【C-ランドスケープ】型に分類された。一

方、〈前面‐通路〉の構成を有する型は、特に世界観の

転換を意図する建築的操作や計画性が認められた

【D-転換】型、それ以外の【E-アプローチ】型に分類さ

れた。また、〈内包-広場〉の構成を有する型は、地域・

人に対する計画性の高い、解放された展示空間の【F-

屋外展示】型、地域活動や催事利用が計画された【G-

屋外広場】型の2類と、外部の自然・環境を館内に取り

込む【H-環境装置】型に分類された。残る〈内包-通路〉

の構成を有する型は【I-屋外通路】と分類した。

6.建築化外部の付属的要素と類型の関係性

　建築化外部を特徴づける付属的要素との関係性を

確認する。資料写真中から〈オブジェクト〉〈外構要

素〉〈植栽〉〈床面素材〉の4項目に相当する要素を抽出

し、全体の集計を行った〔表4〕〔図5〕。出現傾向と相互

関係注5を見ると〔図6〕、〈外構要素〉は「軒・天井」「縁

側」「柱・列柱」が纏まって出現する傾向にあり、〈オブ

ジェクト〉の「ベンチ・腰掛」「ルーバー」の出現傾向と

の類似性が高い。また、〈床面素材〉の「芝」「土」「砂利」

が〈植栽〉の出現傾向との類似性が高い。「橋」「水盤・

運河」は独立して現れやすい要素だと読み取れる。

　前章の9類型との関係を見ると、特に〈床面素材〉の

分布との相関が認められた。〈外接-通路〉型では〈床

面素材〉の多くはタイルや石であるが、【アプローチ】

型では「小タイル」、【転換】型では「大判タイル・石板」

が用いられる傾向が強い。街との接続が連続的か転

換的かという意図の差が床面に現れ、空間表現手法

の一つとなっていると考えられる。また、【環境装置】

型は〈床面素材〉の「芝」「土」「砂利」「木」と関連し、外

部環境を取り込む空間として自然環境に近い特徴を

持つ素材が用いられる傾向があると考えられる。

7. 結論

　本研究を通じて近年の博物館建築における建築化

外部の類型の特性を把握できた。類似性の高い印象

を受ける空間でも構成や意図を読み解くと独自の特

色がみられ、特に床面素材には設計意図が反映され

やすく空間に与える影響が強いことが分かった。建

築化外部は人々を受け入れ、様々なイベントに対応

するための公共外部空間として、現代の博物館の運

営プログラムを多様にする要素であると思われる。

今後は空間の持つアクティビティや利用実態を調査

することで、さらに知見を深めていきたい。

【注】 1）『造物主義論　デミウルゴモルフィスム』,磯崎新,鹿島出版会,1996　2)
地方自治法の改正により2003年に導入された制度。多様なニーズに効果的、効率
的に対応するため公の施設の管理運営を民間に開放し、経費削減やサービスの向
上を目的とするもの。　3)建築雑誌『新建築』において21世紀美術館の登場以降、
2005年1月から2017年12月の間に掲載された国内の美術館、博物館、記念館を対象
とする。　4)フリーソフトウェアKH Coderを用いてテキストマイニングを行い語
句を抽出、分析した。　5)散布図の作成には数量化理論Ⅲ類を用いた。　


